
幹
線
道
路
開
通
後
の
地

域
振
興
対
策
を
協
議
会
の
設
置

な
ど
に
よ
り
、
引
き
続
き
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

幹
線
道
路
を
利
活

用
す
る
地
元
住
民
を
代
表
す
る

組
織
と
一
緒
に
な
っ
て
市
で
も

考
え
て
い
き
ま
す
。

幹
線
道
路
の
整
備
に
よ

り
旧
道
で
あ
る
県
道
は
市
道
に

移
管
さ
れ
る
が
、
道
路
改
良
の

要
望
は
可
能
な
の
か
。

道
路
の
損
傷
箇
所

の
補
修
工
事
は
可
能
で
す
が
、

歩
道
整
備
な
ど
の
改
善
要
望
は

難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

道
路
整
備
に
よ
り
孤
立

し
て
し
ま
う
土
地
の
場
合
、
住

宅
移
転
を
含
め
た
補
償
な
ど
の

対
応
は
で
き
る
の
か
。

既
存
の
建
物
の
状

況
や
残
地
の
形
状
な
ど
個
々
の

状
況
が
異
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
に
応
じ
て
対
応
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
体
育
施
設
の

現
状
に
つ
い
て

大
崎
緑
地
公
園
の
利
用

拡
大
と
進
入
道
路
の
改
良
の
考

え
は
。

利
用
拡
大
に
向
け

て
検
討
し
ま
す
。
進
入
道
路
の

改
良
は
、
家
屋
等
が
接
近
し
て

い
る
た
め
難
し
い
状
況
で
す
。

立
地
場
所
が
よ
く
、
利

用
団
体
も
多
い
市
民
体
育
館
の

改
修
の
考
え
は
。

全
市
的
な
体

育
施
設
の
状
況
、
総
合
計
画
等

か
ら
の
検
討
を
行
い
総
合
的
に

判
断
し
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
に
つ
い
て

設
立
準
備
組
織
の
立
ち

上
げ
を
進
め
て
い
る
が
、
こ
の

間
の
行
動
と
現
状
は
。

設
立
準
備
組
織
の

発
起
人
を
募
る
た
め
準
備
会
を

設
置
。
７
月
頃
か
ら
賛
同
者
へ

の
呼
び
か
け
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。

５
月
９
日
〜
11
日
ま
で
、
三

重
県
伊
賀
市
と
兵
庫
県
宍
粟
市

に
小
中
学
校
の
再
編
と
ス
ク
ー

ル
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
行
政
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

伊
賀
市
は
三
重
県
の
北
西
部

に
あ
り
滋
賀
県
、
京
都
府
、
奈

良
県
と
接
し
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
11
月
に
１
市
３
町

２
村
が
合
併
し
面
積
は
約
５
５

８
平
方
㌔
㍍
で
す
。
再
編
に
つ

い
て
は
地
域
住
民
と
の
合
意
、

校
区
に
つ
い
て
は
自
治
会
が
中

心
と
な
り
地
域
で
検
討
が
続
け

ら
れ
ま
し
た
。
９
年
間
を
か
け

１
４
８
回
の
協
議
を
重
ね
た
地

域
も
あ
り
ま
し
た
。
通
学
校
区

再
編
に
あ
た
っ
て
は
協
議
会
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、
自
治
会
代
表
、

校
長
、
教
育
委
員
推
薦
者
と
幅

広
い
協
議
会
の
中
で
自
分
た
ち

の
学
校
と
い
う
観
点
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
旧
自
治
体
を
超

え
て
の
再
編
は
、
地
域
性
の
問

題
で
難
し
い
と
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
廃
校
に
な
っ
た
施
設
に

つ
い
て
は
地
元
で
有
効
活
用
を

考
え
、
次
に
民
間
活
用
を
検
討
、

最
終
的
に
処
分
す
る
方
針
を
立

て
行
っ
て
い
ま
す
。
市
の
方
針

と
し
て
義
務
教
育
は
無
料
と
い

う
考
え
の
基
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

宍
粟
市
は
兵
庫
県
の
中
西
部

に
位
置
し
、
西
播
磨
地
域
に
あ

幹
線
道
路
整
備
に
対
す
る

地
域
対
応
に
つ
い
て

り
ま
す
。
平
成
17
年
４
月
に
４

町
が
合
併
し
誕
生
し
た
新
市
で

す
。
面
積
は
約
６
５
９
平
方
㌔

㍍
、
人
口
は
約
４
万
人
で
す
。

少
子
化
の
中
で
市
で
は
学
校

規
模
は
１
５
０
人
以
上
を
目
標

と
定
め
て
い
ま
す
が
単
純
な
数

合
わ
せ
は
せ
ず
、
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
新
校
区
と
し
て
適
正

化
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。

適
正
化
に
つ
い
て
は
、
地
域

住
民
と
保
護
者
と
の
合
意
を
最

優
先
に
考
え
、
押
し
つ
け
で
は

な
く
個
別
計
画
を
住
民
と
共
に

策
定
す
る
方
針
で
進
め
て
い
ま

す
。ま

た
、
教
育
方
針
（
構
想
）

と
し
て
幼
保
一
体
化
と
小
中
一

貫
教
育
の
導
入
に
向
け
た
取
り

組
み
の
推
進
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
は

合
併
以
前
の
形
態
で
直
営
方
式

と
委
託
方
式
、
路
線
バ
ス
利
用

で
運
行
し
て
い
ま
す
。
保
護
者

負
担
は
基
本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
。

両
視
察
自
治
体
で
共
通
し
て

い
る
の
は
、
地
域
住
民
本
位
で

行
う
。
義
務
教
育
は
無
償
の
考

え
が
貫
か
れ
て
い
ま
し
た
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
の
行
政
視
察

（
小
中
学
校
再
編
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
）
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